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私のウルルン滞在記

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2003年の夏、初めて来日する機会があり、それは北海道の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　函館市で留学することでした。日本語を勉強するために、ふ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とん屋さんをしているホストファミリーと２カ月過ごしまし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た。ホームステイ先で毎朝５匹の猫と挨拶し、ホストマザー

の心づかいを無駄にしないように、苦手な納豆を無理して水と一緒に流し込みました。乗り換え３回、

１時間もかかるバスに乗り、最後に自転車に乗れないぐらい険しい坂を登って、学校に通いました。授

業が終わったら、部活動で着付けなど日本の文化を学んだり、函館の市民や日本の大学生と交流したり

して、友達と探検隊のように毎日新しいことを発見しました。その坂の前は海、後ろは山、登れば登る

　　　　　　　　　　　　　　　ほど気に入り、今や世界中で一番好きな場所の１つになりました。

　　　　　　　　　　　　　　　　帰国したら、日本語をもっとしゃべりたい気持ちになり、大学で３

　　　　　　　　　　　　　　　年間勉強するより２カ月の留学のほうがインパクトがあることに気が

　　　　　　　　　　　　　　　付きました。何故かというと、教科書で習えないものがたくさんあっ

　　　　　　　　　　　　　　　て、友情や思い出も教科書では得られないものでした。函館の留学経

　　　　　　　　　　　　　　　験のおかげで、今や日本で暮らし、西条で国際交流の仕事をしていま

　　　　　　　　　　　　　　　す。春休みに実施したスタディツアーはこういう思いで、人生の素晴

　　　　　　　　　　　　　　　らしさの１つを西条の高校生に体験させてあげたかったのです。

▲国際交流員
アイリーン・
ユーチェン・
リンさん
 【 写真右 】
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